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AACEの発足は・・・

AACEのホームページから・・・

AACE International (Association for the Advancement 
of Cost Engineering) was founded in 1956 by 59 cost 
estimators and cost engineers during the organizational 
meeting of the American Association of Cost Engineering at 
the University of New Hampshire in Durham, New Hampshire. 

AACE International Headquarters is located
in Morgantown, West Virginia, USA. AACE is a non-profit 
professional association. AACE International is a member of 
the Board of the Council of Engineering and Scientific 
Specialty Boards (CESB).
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AACEについて
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AACEは、約100か国、約7,000人の会員で構成されている、プロジェクトやプログラムを成功裏に完了させ

るためのスキルと技術を提供する団体です。1956年に米国で発足しました。

プロジェクト遂行に不可欠な、コスト見積、コスト管理、経済性評価を軸に、そのためのスキルを、スケ

ジュール計画、リスク管理、などにスパンを拡大して、プロジェクトの成功に貢献する手法を開発しました。

また、このようなスキルを認定するために、CCP (Certified Cost Professional) などの資格を定め、認定試

験を行っています。

2000年代に入り、さらに、コミュニケーションやプロジェクトマネジメント、リスク管理、品質管理、などを総

合的に含めた、TCM (Total Cost Management)の手法を提唱、多数の要領書 (Recommended Practice)と

ともに、プロジェクトの枠を越えた、プログラムマネジメントを提唱しています。

AACE International は、

エンジニアリング、建

設、石油・Gasオーナー、

を中心に活動を行い、

Cost-Scheduleの統合

管理に関連したシステ

ムを提供する、IT各社

が協賛しています。
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AACE日本支部について
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AACE日本支部は、1984年に約40名の会員によって発足しました。初代日本支部長は、原島務氏（当時・

千代田化工建設株式会社）でした。2018年までは、JSCE (Japan Section of Cost Engineers) という名称

で活動していました。

発足当時から、プラント建設プロジェクトのコストの管理を意図して設立されたグループです。プラント建設

や石油化学関連のユーザー企業のメンバーが多数派でした。

発足時のメンバーリストは、残っていませんが、1995年頃には、約40名の会員活動でした。会員の入会・

退会がはありましたが、活動している会員数は現在もほぼ同じです。プラント建設プロジェクトのコストとス

ケジュール管理に主眼を置いて活動している点は変わっていません。

メンバーの中では、AACEの資格である、CCP、SCP、などにチャレンジして資格取得に努めている人がい

ます。CCP取得者は、現在5名が活動していますが、過去を含めると10名以上です。

「1995年のJSCEジャーナルより抜粋」

COST ENGINEERINGに関する機関として、エン振協、日機連、産機工、化工協その他があるが、当会は他

の団体と異なりあくまでも個人ベースの言わばボランタリー活動を旨としています。当会の役割と目的は

以下の通りです。

(1) 「コストエンジニアリング」のニューパラダイムの構築

(2) ユーザーとエンジニアリング会社の共通の場における意見・情報交換

(3) 会員個人の能力向上、特にコストエンジニアリングのプロとしての自覚と専門分野の構築、等
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AACE日本支部の会員構成

エンジニ

アリング

系, 19 %

IT・出版・サービ

ス, 22 %
石油・化

学・ガス, 

24 %

製造・重

工業, 

30 %

学術系, 5 %

1995年会員構成 37名
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エンジニアリン

グ系, 30 %

IT・出版・サービ

ス, 45 %

石油・化学・ガ

ス, 10 %

製造・重工業, 

15 %

学術系, 0 %

2020年会員構成 約40名
発足当初、重工業、エンジニアリング、オー

ナー系会員が多数派でした。

現在は、システム系の会員の割合が増えたの

は自然な流れです。他に、個人コンサルの会員

も増加して、多様化しています。


